
 1 

令和 7 年度 社会福祉法人光と風 事業報告 

（令和 7年 4月 1日～令和 8年 3 月 31日） 

 

法人理念 

 

 社会福祉法人 光と風は障がいのある人たちが、住みなれた地域であたり前に生活できる

ように、地域活動や社会参加をともに実現します。また、だれもが生涯を安心して暮らせる

まちづくりと地域福祉活動の拠点づくりをめざしています。 

総 括 

今年度の運営状況は、職員の処遇改善や慢性的な人材不足など諸課題がある中で、処遇改善に

取組めたことや職員研修を積極的に実施し、業務意識を高め利用者支援に努めた結果、利用者数

が安定的に推移したことで、法人運営も安定した状況を確保できた。 

地域に開かれた施設運営を意識し利用希望者説明会や施設見学会、地域推進会議を設置開催する

等、開かれた法人運営に努めた。 

運営収支は、職員の処遇改善等実施により収支に占める人件費比率が高まったものの、収支状

況も安定的に維持できた。 

１．拠点区分：障害福祉サービス事業所ゆうゆう 

（１）法人本部 

・職員研修 

日 程 テーマ 講 師 参加人数 

R7.6.20 感染症予防（食中毒）について 四国中央保健所 白石和子氏 26 名 

R7.11.17 感染対策の基本 四国中央病院 高尾悟氏 32 名 

R7.12.3 法令遵守研修 管理者 髙橋昌代 29 名 

R7.12.23 
Ｂ型職員研修 

つぼみ見学報告会 

見学者による報告会 
19 名 

R8.2.13 生活訓練・地活・就労移行研修 愛媛障害者職業センター 高向氏 8 名 

R8.2.20 虐待防止研修 四国中央市基幹相談支援センター 

越智寛氏 
26 名 

R8.3.25 ＢＣＰ研修 管理者 藤原卓也 33 名 

R8.3.26 ＢＣＰ研修 管理者 高橋昌代  7 名 

・交流行事、啓発事業 

日 程 内 容 場 所 参加人数 

R7.10.24 どんぐり交流会 伊予三島運動公園 136 名 

R7.10.24 四国中央市 e スポーツ大会 伊予三島運動公園 25 名 

R7.12.4～15 しこちゅ～アート展 四国中央市市民交流棟  
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・子ども食堂への支援 

  川之江地区子ども食堂「かあか」への支援を実施。 

（２）就労移行支援事業 

職 員 管理者 1名 サービス管理責任者 2名（兼務 1名） 常勤 3名（兼務 2名）   

利 用 定 員 6名   年間平均利用者数 4.3名 

主な訓練内容 施設外就労、利用者ミーティング、内職作業、洗車作業、職場見学等 

施設外就労先 ふじえだファミリークリニック 

年間就職者数 3名  

売 上 げ 929,864円 

工賃支払額 760,620円 

＜総括＞ 

①利用者  8月に 1名の新規利用者があった。 

②就職者  7月に 2名、12月に 1名が就職。 

③就労アセスメント 5名実施 

（３）就労定着支援事業 

職 員 管理者 1名 サービス管理責任者 1名 常勤 1名 （兼務） 

年間支援者数 5名 

年間延件数 62件 

支 援 内 容 職場訪問・ケース会議出席・面談・金銭管理支援 

＜総括＞ 

・集中的に支援を実施したが 1名退職となった。 

・不調利用者に面談を定期的に実施したため支援回数が増加した。 

（４）就労継続支援事業 B型 

【主たる事業所】 

職 員 管理者 1名 サービス管理責任者 2名（兼務 1名） 常勤 4名（兼務 1名）、 

非常勤 3名 

利用定員 20名  年間平均利用者数 18.3名 

作業内容 ・施設外就労（豊岡台病院、三島中央公園、四国中央庁舎、法務局、向山公園、、

城山公園、川之江浜公園、パレット、寒川潮騒公園、港記念公園、寒川海水

浴場における清掃業務・草刈業務、木材キューブ加工作業） 500 円／時～

1,200円／時 

・おにぎり及び総菜、カレーの製造、販売 600円／時（出店 800円／時） 

・内職作業 80円／時 

売 上 げ  9,955,747円 

      （内職：1,106,589円 施設外就労：4,838,238円 調理：4,010,920円） 

工賃支払額  5,760,140円 
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平均工賃   26,523円    （R6年度 24,996円） 

【従たる事業所】 

職 員 管理者 1名 サービス管理責任者 2名（兼務） 常勤 3名（兼務 1名） 

      非常勤 1名 

利用定員 10名  年間平均利用者数 11.5名 

作業内容 ・カフェ事業 450円／時  ・カフェ内職 100円／時 

      ・委託内職  100円／時  ・委託掃除  450円／時 

・出 店   400円／時 

売 上 げ 3,967,541円 

（カフェ事業：3,010,300円 内職：762,056円 施設外就労：195,185円） 

工賃支払額 2,173,100円 

平均工賃  17,678円     （R6年度 12,407円） 

＜総括＞ 

【主たる事業所】 

① 内職作業 

・利用者に合った作業を選ぶことで単価が下がり売上が減少した。 

② おにぎり及びカレーライス製造販売作業 

・売上は向上したが、材料費の高騰から工賃向上には繋がらず。そのため、3 月より価格

を見直した。また、給食の値段を据え置くため副菜をなくした。 

③  施設外就労について 

・寒川海水浴場清掃作業が新たに増加したこと、最低賃金向上により委託金の見直しを行

い、全体的に委託料が向上し、工賃向上に繋がった。 

④  補助金受給 

・ラジコン草刈機を購入し、草刈作業に利用者の参加が増加し、安全面での配慮が可能と

なった。 

・パソコンを購入しデータ入力作業を受注した。 

・タブレットを購入し記録を手書きからデジタル化に変更した。 

【従たる事業所】 

① 売り上げの中心はカフェ事業になるが、カフェ営業時の作業スペースや利用者の

方々の居場所を確保できない現状が続いている。 

② 調理の売り上げに対して、食材料費の割合を半分以下に抑え、買い物・調理の工夫

をすることで、工賃の向上につながった。 

【全体】 

①平均月額工賃は令和 6年度 22,310円から令和 7年度 23,335円に向上した。 

②利用者平均が 29.8名で前年度より利用者が減少。入院や他サービスの利用による減少。 
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（５）訪問型職場適応援助者助成金事業（ジョブコーチ） 

職 員 常勤 1名 （兼務） 

年間支援者数 3名（就労移行利用者以外 2名） 

年間延件数 22件 

支 援 内 容 就職後 6カ月間の職場訪問・ケース会議出席・面談 

＜総括＞ 

職業センターからの依頼で訪問回数が増加した。 

 

（６）相談支援事業所 光と風 

相談支援専門員 2名配置（兼務 1名） 

① 特定相談支援事業 

② 一般相談支援事業 

③ 四国中央市からの基本相談支援委託事業 

対応回数 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

電話相談 46 36 42 43 56 30 41 57 44 42 45 57 539 

来所相談 10 6 2 7 12 10 6 10 11 9 11 7 101 

訪問相談 30 32 25 22 15 35 25 26 19 17 20 16 282 

サービス等利用計画等作成件数 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

計画作成 10 10 11 4 6 10 7 7 7 7 10 11 100 

モニタリング 22 20 13 13 19 18 23 24 20 18 16 20 226 

認定調査等 1 3 1 0 0 3 0 1 1 3 0 2 15 

地域定着支援、地域移行支援対応人数 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

地域定着支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

地域移行支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

＜総括＞ 

① 重層的支援会議に参加。関係機関と連携しながら多問題家族の対応を行った。 

② 通院医療機関、保健所などの行政機関と協力し、受診～入院支援を行った。 

 

２．拠点区分：地域活動支援センター 風楽里 

職 員  施設長 1名（兼務） 指導員 1名     

定 員  15名 （3月末現在）登録者 50名 

開所時間  月～金：9：00～17：00  
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利用状況  

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

実人員 41 38 35 37 33 34 35 33 35 36 35 34 426 
延べ人員 363 353 370 378 312 346 374 315 338 351 312 342 4154 
開所日数 21 20 21 22 21 20 22 18 20 19 18 21 243 
平 均 17.30 17.65 17.62 17.18 14.86 17.30 17.00 17.50 16.90 18.47 17.33 16.28 17.09 

＜総括＞  

①  受診同行、書類手続きなど、本人の自主性や自立性に配慮しながらサポートした。 

②  本人、家族の高齢化に伴う必要な支援や子育てを含む家族支援を目指した。一人暮ら

しの利用者の食事支援や相談支援、訪問支援にも積極的に取り組んだ。 

③  室内スペースが狭く利用者が過ごすことが困難な状況は変わっていない。 

３．拠点区分：障害福祉サービス事業所 土居わかたけ 

（１）就労継続支援事業 B型  

職 員 管理者 1名 サービス管理責任者 2名（兼務 1名） 常勤 3名 非常勤 1名 

利 用 定 員 14名     

平均利用者数 14.5名 

作 業 内 容 ・施設外就労（関川ふるさと公園トイレ、ディプロ清掃業務・個人農家におけ

る里芋分割作業）350円／時～800円／時 

・焼肉のたれの製造、調理 300円／時 

・材料購入 200円／回、納品 150円／回 

・だんだん、キッチンカーによる出店 400円／時 

・内職作業 100円／時 

・畑 300円／時  

売上げ 4,852,649円                              

（内職：1,087,929 施設外就労：1,470,078 出店：1,117,500  調理、他 1,177,142）      

工賃支払額   2,889,640円           

平均工賃        16,839円   (R6年度 17,939円) 

＜総括＞ 

1. 施設外就労について 

愛媛県最低賃金引上げに伴い、収入の増加。 

２． 調理・キッチンカーについて 

キッチンカーの営業・販売先の開拓により、土居庁舎、ミライノ薬局が加わった。 

３． 畑・焼肉のたれについて 

12月末をもって畑を返還し、焼肉のたれ製造を令和 7年度で終了した。 

４．全体として 

   利用者が増加。就労継続支援 A型に 1名移行。またジョブあしすと UMAと協力し、 

1名体験実習を行った。 
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（２）自立訓練（生活訓練） 

職 員 管理者 1名  サービス管理責任者 1名 常勤 1名  非常勤 1名 

利用定員 6名  年間平均利用者数 1.6 名 

＜活動内容＞ 

  ・基本的な日常生活能力についてのプログラム 

洗顔・入浴・排泄・料理・洗濯・掃除・ゴミ出し・ゴミ分別 等 

  ・自己管理能力についてのプログラム 

服薬・食事や健康・生活リズム・金銭管理・休日の過ごし方などを自分で管理する

訓練や支援 

  ・社会生活にまつわる能力についてのプログラム 

   コミュニケーションの向上を図り、自己表現・対人関係について学ぶ。 

   地域生活のマナーやルールを守るための訓練や支援 

   交通機関、役所、銀行などを利用する訓練や支援 

  ・自己理解についてのプログラム 

   障がいや疾患について理解する。自分の特性（得意なこと・不得意なこと）を知る。 

   自分の障がいや疾患、特性について他者にわかりやすく説明する方法を学ぶ。 

   自己表現について（気持ちの振り返り、気持ち日記の活用） 

   月に 1回、職員との振り返りを実施し、目標の再確認、再設定を行う。 

＜総括＞ 

 個別支援で不穏な利用者の対応に苦慮することも多かったが、細やかな対応を心が

け、環境設定など臨機応変に行った。生活訓練の新聞を作成し、周知に努めた。 

 

４．拠点区分：共同生活援助事業 

職員  管理者 1名（兼務） サービス管理責任者 2名 

世話人 ・常勤職員 4名（うち兼務 3名） ・非常勤世話人 8名  

（１）グループホーム メゾンコスモス Ⅰ   定員： 5名（3月31日現在 3名入居） 

Ⅱ       5名（3月31日現在 5名入居） 

（２）グループホーム ひなぎく        定員：  6名（3月 31日現在 5名入居） 

（３）グループホーム さつき         定員：  4名（3月 31日現在 2名入居） 

＜総括＞ 

①  新しく物件を借りることが決まり、「ひなぎく」と「さつき」を返還し、新たな物件

で「こもれびの家」を始めることになった。今まで、土居・三島・川之江の 3 か所に

あったグループホームが令和 8年度から三島の 2か所になる。 

②  ほとんどの入居者が、3月に引っ越しを行い新しい環境になったが、事故無く無事に

7年度を終えることが出来た。 

③  例年通り、防災避難訓練を行うことが出来た。 


